
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
10
月
17

日
、
申
第
７
号
、
申
第
８
号
、

申
第
９
号
、
申
第
10
号
及
び

申
第
11
号
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ

四
国
及
び
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四

国
バ
ス
に
対
し
年
末
手
当
の

要
求
書
を
提
出
し
た
。

11
月
１
日
に
は
Ｊ
Ｒ
四
国

と
１
回
目
の
団
体
交
渉
を
行

い
、
要
求
の
主
旨
説
明
を
行
っ

た
。
会
社
側
か
ら
は
「
会
社

の
体
力
及
び
貴
側
の
要
求
主

旨
を
踏
ま
え
鋭
意
検
討
す
る

が
、
今
年
度
の
中
間
決
算
に

お
け
る
会
社
発
足
以
来
最
低

の
鉄
道
運
輸
収
入
や
多
額
の

災
害
復
旧
費
用
な
ど
、
例
年

に
な
く
厳
し
い
状
況
を
前
提

に
交
渉
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
組

合
は
「
組
合
員
は
日
々
『
安

全
・
安
定
輸
送
』
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
災
害
か
ら
の

早
期
復
旧
に
む
け
奮
闘
し
減

収
を
く
い
止
め
た
。
増
収
施

策
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
を

避
け
る
た
め
に
も
、
誠
意
あ

る
回
答
を
求
め
る
」
と
強
く

訴
え
、
交
渉
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
た
。

ま
た
、
10
月
30
日
に
は
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
と
１
回

目
の
団
体
交
渉
を
行
い
、
要

求
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。

会
社
側
か
ら
は
「
大
阪
北
部

地
震
や
台
風
の
影
響
に
よ
り

輸
送
人
員
は
対
前
年
比
97
．

６
％
と
な
り
、
さ
ら
に
動
力

費
の
高
騰
や
減
価
償
却
費
の

増
加
等
が
想
定
さ
れ
る
状
況

の
中
、
会
社
の
体
力
及
び
貴

側
の
要
求
主
旨
を
踏
ま
え
鋭

意
検
討
す
る
」
旨
の
考
え
が

示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
組

合
は
「
組
合
員
は
日
夜
『
安

全
運
行
』
を
第
一
義
に
懸
命

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

努
力
に
報
い
る
た
め
に
も
誠

意
あ
る
回
答
を
求
め
る
」
と

強
く
訴
え
、
交
渉
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
た
。

10
月
20
日
（
土
）
11
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
第
４
回
本
部
執
行

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
団
交
）

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等

（
Ｊ
Ｒ
四
国
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

（
支
部
大
会
）

・
徳
島

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
本
社
、
高
知
、
徳
島
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
25
回
賃
金
実

態
調
査
の
回
収
結
果
に
つ

い
て

（
組
織
）

・
退
職
者
連
絡
会
総
会

・
第
１
回
組
織
対
策
委
員
会

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
政
治
担
当
者
会
議

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
労
働
政
策
委
員
会

・
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
Ｐ
Ｔ

・
民
主
化
闘
争
総
決
起
集
会

【
議

事
】

①
平
成
30
年
度
「
契
約
社
員

賃
金
引
上
げ
」
の
妥
結
承

認
に
つ
い
て
（
自
動
車
）

②
平
成
30
年
度
「
年
末
手
当
・

賞
与
」
要
求
書
の
提
出
に

つ
い
て

③
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」
の

開
催
に
つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
係
労
働
者
に

お
け
る
賃
金
・
労
働
条
件

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い

て
⑤
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労

組
連
合
会
第
24
回
定
期
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え

る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第

14
回
総
会
の
開
催
等
に
つ

い
て

⑦
Ｊ
Ｒ
連
合
「
第
13
回
政
策

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催

に
つ
い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

・
分
会
大
会
の
開
催
日
程
に

つ
い
て

・
「
連
合
・
愛
の
カ
ン
パ
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
次
期
（
第
５
回
）
執
行
委

員
会
の
開
催
に
つ
い
て

ＪＲ四国
○ 申第７号「平成30年度年末手当の要求について」
１ 要求額 基準内賃金の２.３ヵ月分
２ 加算額 年末手当の基準日において、55歳以上の組合員に30,000円加算
３ 支払日 平成30年12月７日（金）

○ 申第８号「平成30年度準組合員（エキスパート社員）の年末一時金の要求について」
１ 基礎額 基本賃金及び高年齢調整手当の合計額に２.７を乗じた額
２ 加算金 準組合員（エキスパート社員）全員に10,000円加算
３ 支払日 平成30年12月７日（金）

○ 申第９号「平成30年度準組合員（契約社員）の年末一時金の要求について」
１ パートナー社員（月給・日給適用者）の要求額
(1) 基準額

(2) 加算額
基準額該当者で契約更新が３回以上ある準組合員（契約社員）に10,000円加算

２ 支払日 平成30年12月７日（金）

ジェイアール四国バス
○ 申第10号「平成30年度年末賞与の要求について」
１ 要求額 基本給額の３.０ヵ月分
２ 支払日 平成30年12月７日（金）

○ 申第11号「平成30年度準組合員（契約社員）の年末賞与の要求について」
１ 要求額
(1) パートナー社員（定年退職再雇用者・月給・日給適用者）
① 契約基本賃金の３.０ヵ月分
② 加算額 基準額該当者で契約更新が３回以上ある者は5,000円加算

(2) サポーター社員（時給適用者）
① 基準額

② 加算額
基準額該当者で契約更新が３回以上ある者は5,000円加算

２ 支払日 平成30年12月７日（金）

（詳しくは、ＪＲ四国労組ニュース№７、ＪＲ四国労組自動車支部ニュース№３を参照）

調査期間内の労働時間 支給額

240時間以上 350時間未満 56,000円

350時間以上 450時間未満 75,000円

450時間以上 550時間未満 100,000円

550時間以上 750時間未満 120,000円

750時間以上 950時間未満 156,000円

950時間以上 195,000円

調査期間内の勤務日数 四国地区 大阪地区 列車乗務員 アテンダント

65日以上120日未満 79,000円 100,000円 89,000円 89,000円

120日以上 158,000円 200,000円 178,000円 178,000円

年末手当交渉の要求内容

10
月
18
日
（
木
）
10
時
30

分
よ
り
本
部
１
階
会
議
室
に

お
い
て
、
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

退
職
者
連
絡
会
第
15
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
会
に
は
四
国
各
地
よ

り
役
員
及
び
各
県
代
表
の
委

員
が
出
席
す
る
中
、
西
山
会

長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
退
職

者
相
互
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
現
職
の
組
合
員
を
し
っ

か
り
応
援
し
て
い
こ
う
」
と

所
見
を
述
べ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て

Ｊ
Ｒ
連
合
退
職
者
連
絡
会
の

髙
野
会
長
に
出
席
頂
き
、
全

国
の
退
職
者
連
絡
会
の
動
向

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
連

帯
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
一
般
経
過
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
活
動
方
針
（
案
）
及

び
予
算
（
案
）
の
提
起
を
受

け
、
活
発
な
質
疑
の
後
、
満

場
一
致
で
全
て
の
議
事
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
長

年
に
わ
た
り
会
長
を
務
め
た

西
山
会
長
が
退
任
さ
れ
、
新

た
に
清
水
会
長
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
新
三
役
は
次
の
と

お
り
で
す
。

会

長

清
水

和
博

副

会

長

山
下

敏
行

真
辺

政
昭

事
務
局
長

友
成

恵
司

「賃金実態調査」ご協力に感謝！

「ＪＲ連合第25回賃金実態調査」は、ＪＲ四国労組
で1,728枚（回収率86.9％）の回答がありました。皆さ
まのご協力ありがとうございました。

調査結果は、2019春闘や今後の賃金政策議論に向け
た貴重なデータとして活用いたします。



新
入
組
合
員
を
歓
迎
！

香
川
支
部
青
年
女
性
会
議

は
６
月
23
日
（
土
）
に
新
入

組
合
員
歓
迎
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

歓
迎
会
に
は
総
勢
53
名
が

参
加
し
、
は
じ
め
に
学
習
会

と
し
て
共
済
事
業
や
「
消
費
」

「
契
約
」
な
ど
社
会
人
と
し

て
心
得
て
お
く
べ
き
知
識
や
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
、
来
賓
と
し
て
小

川
淳
也
衆
議
院
議
員
、
山
本

悟
史
香
川
県
議
に
も
駆
け
付

け
て
頂
き
、
激
励
の
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。

午
後
よ
り
、
シ
ー
サ
イ
ド

ボ
ウ
ル
高
松
に
場
所
を
移
し

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
戦
に
よ
り

和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
深

め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
若
い
世
代
が
積
極

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、

有
意
義
な
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。

香
川
支
部
青
年
女
性
会
議

福
岡

亘

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
！

宇
和
島
運
転
区
分
会
で
は
、

９
月
28
～
29
日
の
２
日
間
、

西
日
本
豪
雨
の
影
響
で
開
催

を
見
送
っ
て
い
た
、
恒
例
の

成
川
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行

い
ま
し
た
。

愛
媛
名
物
「
い
も
た
き
」
、

香
川
名
物
「
骨
付
鳥
」
と
Ｂ

Ｂ
Ｑ
を
囲
み
な
が
ら
、
運
転

区
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
出
向

者
の
組
合
員
を
は
じ
め
総
勢

24
名
が
交
流
を
深
め
キ
ャ
ン

プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

香
川
出
身
の
組
合
員
に
は

初
め
て
「
い
も
た
き
」
を
食

べ
た
と
い
う
人
が
多
く
、
愛

媛
の
秋
の
風
物
詩
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
開
催
し
、
組
合

員
が
一
丸
と
な
っ
て
明
る
い

職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
和
島
運
転
区
分
会

田
村
健
太
郎

ホ
テ
ル
及
び
駅
ビ
ル
の
労

働
組
合
が
、
運
営
会
社
の
再

編
に
よ
り
新
た
に
労
働
組
合

を
統
合
・
結
成
し
、
Ｊ
Ｒ
四

国
グ
ル
ー
プ
労
組
に
加
盟
し

ま
し
た
。
今
後
、
労
働
条
件

の
さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ

ユ
ニ
オ
ン

９
月
10
日
（
月
）
香
川
県

高
松
市
「
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ

メ
ン
ト
高
松
」
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ
ユ
ニ
オ

ン
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

結
成
準
備
委
員
会
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
っ
た
横
山
準

備
委
員
長
は
、
結
成
に
対
し

感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ
の
高
松
、

徳
島
、
宇
和
島
の
各
ホ
テ
ル

に
働
く
仲
間
が
総
結
集
し
運

動
を
前
進
さ
せ
る
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を

代
表
し
て
北
村
労
働
政
策
部

長
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
を
代
表

し
て
中
濱
会
長
が
出
席
し
、

結
成
ま
で
の
努
力
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

運
動
へ
の
激
励
と
連
帯
の
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
運
動
方
針

（
案
）
、
予
算
（
案
）
及
び

規
約
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
る
と
と
も
に
、
役
員
選
出

を
行
い
執
行
部
体
制
を
確
立

し
ま
し
た
。

な
お
、
新
三
役
は
次
の
と

お
り
で
す
。

執
行
委
員
長

松
本

健
太

副
執
行
委
員
長山

下

慎
二

宇
治
橋
慶
也

書

記

長

北
条

沙
織

書
記
次
長

土
井

大
輔

西
川

塊

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
開
発

ユ
ニ
オ
ン

９
月
５
日
（
水
）
徳
島
県

徳
島
市
「
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
」
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
開
発
ユ
ニ

オ
ン
（
略
称
：
徳
島
駅
ビ
ル

ユ
ニ
オ
ン
）
結
成
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
準
備
委
員
会
を
代
表

し
安
田
準
備
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
結
成
に
対
す
る

感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
開
発
に
働

く
仲
間
が
舵
を
取
り
、
労
働

環
境
の
改
善
を
図
っ
て
い
く

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
を

代
表
し
て
嶋
田
事
務
局
長
は
、

駅
ビ
ル
従
事
者
に
よ
る
今
後

の
自
主
的
な
労
働
運
動
に
対

す
る
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
運
動
方
針

（
案
）
、
予
算
（
案
）
及
び

規
約
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
る
と
も
に
、
役
員
選
出
を

行
い
執
行
部
体
制
を
確
立
し

ま
し
た
。

な
お
、
新
三
役
は
次
の
と

お
り
で
す
。

執
行
委
員
長

安
田

祐
子

書

記

長

村
雲

美
砂

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
本
部
主
催

「
第
28
回
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
、

10
月
25
日
（
木
）
香
川
県
坂

出
市
「
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
」
に
お
い
て
、
組
合
員

78
名
参
加
の
も
と
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
秋

晴
れ
の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
と
な
り
、
年
に
一
度
の
大

会
に
四
国
各
地
か
ら
集
結
し

た
腕
自
慢
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は

意
気
揚
々
と
コ
ー
ス
に
向
か

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
四
国
で
最
も
歴

史
の
あ
る
戦
略
的
な
コ
ー
ス

に
挑
み
、
自
ら
の
腕
を
発
揮

す
べ
く
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー

し
、
全
員
が
怪
我
な
く
ホ
ー

ル
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
の

表
彰
式
で
は
、
お
互
い
の
プ

レ
ー
や
成
績
を
話
題
に
談
笑

し
拍
手
と
笑
い
声
が
会
場
内

に
響
く
な
ど
、
サ
ー
ク
ル
活

動
を
通
じ
て
親
睦
と
団
結
を

再
認
識
し
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
優

勝
合
田

匡
さ
ん

(

多
度
津
管
理
駅
事
業
分
会)

グ
ロ
ス
87

ネ
ッ
ト
71
．
４

○
準
優
勝

野
中

孝
さ
ん

（
松
山
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
87

ネ
ッ
ト
71
．
４

○
３

位
加
瀬
谷
啓
司
さ
ん

（
高
松
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
95

ネ
ッ
ト
72
．
２

○
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

篠
﨑

幹
男
さ
ん

（
松
山
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
83

「連合・愛のカンパ」活
動は、連合に加盟する組合
員が幅広く参加する社会貢
献活動の一環として、ＮＰ
Ｏ・ＮＧＯ団体等への支援
及び自然災害等の被災者へ
の救援・支援を目的に取り
組んでいます。
今年度もみなさんのご協

力をお願いします。

◎ 期 間 平成30年12月21日(金)まで
◎ 目 標 組合員１人30円以上（任意）

各
支
部
青
年
女
性
会
議
定

期
委
員
会
は
、
10
月
21
日

（
日
）
の
香
川
支
部
、
10
月

27
日
（
土
）
の
愛
媛
支
部
、

11
月
２
日
（
金
）
の
自
動
車

支
部
と
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、

全
支
部
の
日
程
を
終
了
し
た
。

各
支
部
と
も
、
７
月
21
日

に
開
催
さ
れ
た
本
部
青
年
女

性
会
議
第
26
回
定
期
委
員
会

で
承
認
さ
れ
た
活
動
方
針
に

基
づ
き
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
、

経
過
報
告
及
び
活
動
方
針
案

を
提
起
し
、
各
委
員
か
ら
は

安
全
・
安
定
・
安
心
輸
送
の

確
立
、
職
場
諸
問
題
等
の
労

働
条
件
改
善
、
男
女
平
等
参

画
推
進
、
青
年
女
性
会
議
の

活
性
化
等
に
つ
い
て
発
言
が

あ
り
、
常
任
委
員
会
に
よ
る

答
弁
の
後
、
満
場
一
致
で
全

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
各
支
部
の
新
三
役

は
次
の
と
お
り
。

【
香
川
支
部
】

議

長

松
本

達
矢

副

議

長

太
尾

夏
士

笠
井

聖
矢

清
本

隆
輝

事

務

長

前
橋

勇
治

【
愛
媛
支
部
】

議

長

井
上

文
也

副

議

長

秋
田

大
介

藤
岡

祐
自

岡
部

恵

事

務

長

池
原

匡
哉

【
自
動
車
支
部
】

議

長

河
野

鎮
朗

副

議

長

中
矢

信
乃

中
東

大
樹

事

務

長

菊
内

陽
介

合
田
匡
さ
ん(

多
度
津
管
理
駅
事
業
分
会)

が
優
勝
!!

ユニオンスクール
「レベルアップコース」を開講します！

ＪＲ四国労組では、次代を担う若手リーダーの発掘・
育成を目的にユニオンスクール「レベルアップコー
ス」を開講します。皆さんの参加をお待ちしています！

日 時 12月15日(土) 14：30～
場 所 本部３階会議室
対象者 各級青年女性会議役員

詳細はＪＲ四国労組発第24号参照
申込締切：12月３日(月)


